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1 6
身体拘束をせずに自由に生活が送れる環境と
ケアの実践の強化

ご本人様及びご家族や外部からの訪問者が、自
由に出入りできる暮らしの実現と同時に、転倒予
防にも努める。

居室に居ても自由にに動かれるように転倒防止の為、光セ
ンサーの設置、夜間ポータブルトイレとベッドの位置関係の
見直しをしたり、見守りの強化で対応している。引き続き玄
関の施錠は行っていない。

１2ヶ月

2 4 運営推進委員会を生かした取り組みが不十分
ご家族、地域の人々の多数の参加にて、より地域
密着に根差した委員会を目指す。

開催日時に対して、ご家族、地域関係者方々にアンケートを
送り、今年度から日時や時間の見直しを図ります。また、運
営推進委員会にて餅つきを行っており、今後も行事・催事を
取り入れたりして、催事運営推進委員会の活性化を図って
行きたい。

12ヶ月

3 8
権利擁護に関する制度の理解と活用ができて
ない。

職員全員が権利擁護に対して正しい知識と理解を
深める。

職場内でミーテイング時に研修を行ったり、市や地域の研修
に参加をする。

１２ケ月

4 28
チームでつくる介護計画とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの理解が出
来てない

担当職員全員が、入居者様の介護計画を理解し
把握し実現できること。

担当者会議、３ヶ月ごとの介護計画の見直しやﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行
い、職員全員での介護の共有を計る。

１２ケ月

5 57 一人一人の力を活かした安全な環境づくり
建物内はバリアフリーで手すりを設置しており、通
路や居室内でも通行の邪魔になるものは外してい
る。

各居室にはネームプレートをつけているが眼の悪いかたも
いられる為、目印になる目立つもの（花等）をつけて更に解
かり易くしている。夜間は足の不便な方に居室にﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲ
ﾚを設置して安全を図っている。

２ヶ月

２、目　標　達　成　計　画
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